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文化・芸術の催し

　

チャペック兄弟の魅力・
　　その芸術の多様性と豊かさ

■会期　６月23日～９月９日
■会場　展示室
■内容　谷崎潤一郎と芥川龍之介は、親友でもあり、「小説の筋論争」と呼ば
　れる文学論争を闘わせた論敵でもありました。二人の深いきずなを芥川の
　小説「羅生門」出版記念
　会の写真や、文学論争
　のきっかけとなった谷
　崎の小説「日本に於け
　るクリツプン事件」初
　版本、自死の約半年前
　の芥川の映像が収録さ
　れた動画「現代日本文
　学巡礼」などでご覧く
　ださい。
■問い合わせ　上記へ

谷崎潤一郎記念館の催し
問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　☎23-5852/穐38-3244
　　　　　　　　　　　　　　　（〒659-0052 伊勢町12-15）

問い合わせ　美術博物館　☎38-5432/穐38-5434
　　　　　　（〒659-0052 伊勢町12-25）

美術博物館の催し

特設展示　「谷崎×芥川」
　　　　　　　　～人間的な、余りに人間的な～

■会期　６月23日～９月９日　
■会場　ロビーギャラリー
■内容　谷崎潤一郎をはじめ、芥川龍之介、中島敦、太宰治など近代文学の文
　豪たちが“異能力”を発揮するバトル・アクション「文豪ストレイドッグス」。
　コミック、テレビアニメに続き、今春映画「文豪ストレイドッグス　DEAD 

APPLE」も公開されまし
た。
　コミックと映画の名
場面をパネル展示。浴衣
姿の谷崎の描き下ろし
イラストもお楽しみい
ただけます。当館限定オ
リジナルクリアファイ
ルも販売します。
■問い合わせ　上記へ

【ロビーギャラリー】「文豪ストレイドッグス」展　第３弾！

【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）

【休館日】月曜日（祝日の場合は、その翌日）、６月18日～ 30日（展示入れ替えのため）

【観覧料】一般800（640）円、大高生600（480）円、中学生以下無料

　※(　)内は20人以上の団体料金

　※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手 　

　　帳をお持ちの人とその介護の人は各当日料金の半額

【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）

【休館日】月曜日（祝日の場合は、その翌日）、６月18日～ 22日（展示入れ替えのため）

【観覧料】一般300（240）円、大高生200（160）円、中学生以下無料

※（　）内は20人以上の団体料金※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・精神障      

　害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの人とその介護の人は各当日料金の半額

芦屋市立美術博物館

■日時　７月１日（日）午後２時～３時30分
■会場　講義室
■内容　日展作家の書家が初心者にも簡単
　に書ける筆文字のコツをお教えし、涼やか
　な扇子を仕上げます。破れや汚れのある古
　い扇子も美しくよみがえります。　
■定員　16人〈要予約〉
■講師　藤田朱雀氏（書家、武庫川女子大学教授）
■参加費　2,700円（観覧料込み）　
■持ち物　筆ペン（または筆、墨、硯、文鎮）・扇子（古いものでも可）
■申し込み＆問い合わせ　上記へ

【一日体験講座】美文字で涼をよぶ扇子
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■日時　７月28日（土）午後１時30分～３時30分
■会場　体験学習室
■内容　やわらかいボードを使って版画を作ります。展覧会を鑑賞したあと、自
　分だけの絵本の世界を描いてみましょう。出来上がった作品はフレームに入
　れて飾ったりはがきとしても楽しめます。
■対象　小学生以上・30人
■費用　300円（高校生以上は別途要観覧料）
■申し込み　７月15日（日）までに住所・氏名・年齢（小学生のみ）・電話番号を、
　電話で上記へ。※応募者多数の場合は抽選。

ワークショップ　版画で描こう絵本の世界

■日時　８月４日（土）午後２時～３時30分　
■会場　講義室
■内容　チャペック兄弟に大きな影響を与えた　
　キュビスムをテーマに、兄ヨゼフの絵画作品や
　弟カレルの文学作品についてお話します。
■定員　80人
■講師　石川達夫氏
　　　　（専修大学教授、神戸大学名誉教授）
■参加費　要観覧料　
■申し込み　当日、直接会場へ

谷崎潤一郎記念館

■日時　７月１日～９月９日
　　　　午前10時～午後５時
■会場　ホール・第１展示室・第２展示室
■内容　「ロボット」という言葉の生みの親とし   
　ても知られるチェコの作家カレル・チャペッ
　ク。絵本「長い長いお医者さんの話」の挿絵な
　どにより、日本でも人気の高い兄のヨゼフ・　
　チャペック。本展では、初公開を含む幅広い作
　品により、チャペック兄弟の温かい眼差しか
　ら生み出された子どものための芸術を紹介し
　ます。

チャペック兄弟と子どもの世界

★７月１日～９月９日の毎週水曜日は
「トークフリーデー」（会話を楽しむ美術の時間）
　ご家族やお友だちと自由におしゃべりを楽しみながら
鑑賞できる日です。
　ぜひ、小さなお子さまと一緒にご来館ください。

ヨゼフ・チャペック
《こいぬとこねこは愉快な仲間》 
1929年 インク、水彩、クレヨン、紙
スロヴァキア国立美術館蔵

ヨゼフ・チャペック
《花を持つ少女》
1934年　油彩、カンヴァス
個人蔵、プラハ

講演会

特別展

芥川龍之介著『羅生門』の出版記念会（左端 芥川、右端 谷崎）




